
「市比野小学校の文化財探訪の取組」 

 
１ 学校名  

薩摩川内市立市比野小学校 

 

２ 学年・人数   

５年１組 23人  

 

３ 日時・場所   

（１）学習会等の日時・場所 

  ・ 学習会：６月～12月 ふるさと・コミュニケーション科の時間 

・ 文化財ウォッチング：11月 

            檪野駅跡，馬頭観音，牛鼻の逆修塔群 

            下之湯の舟着場跡，久木の野城跡 

            田の神 

    

（２）発表の日時・場所 

令和元年12月18日（水）  

     薩摩川内市立市比野小学校 

 
４ 活用に取り組んでいる史跡の名称・時代・特徴について 

（１）名称・時代  
   檪野駅（延暦年間）  馬頭観音（昭和９年） 

牛鼻の逆修塔群（戦国時代）  下之湯の舟着場（明治12年） 

久木の野城  田の神（江戸期３，昭和戦前１，昭和戦後６ 不明６）  

（２）特徴  
田の神は江戸時代中期頃から，薩摩藩支配地域で造立されているのが特徴

です。普通はシキをかぶり，しゃもじ，お椀にすりこぎを持っている。自然

石に文字を彫ったもの，仏像や神像を利用したものなどいろいろある。農民

は毎年田の神様に稲の豊作を願い祈っていた。  
 
５ 保存会や地域との連携の具体 

今後，ふるさとコミュニケーション科等で調べるきっかけとなった。近くに

郷土館や図書館もある。また，樋脇地域在住の郷土史に詳しい講師を招いて講

話を聴く機会も設けたい。 

 
６ 活用の取組の工夫した点  
  記録として，いつでも活用できるように写真を保存している。 

 

 



７ 取組の様子（遺跡，史跡） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教職員等の感想・意見 

【児童】  
      いろいろな遺跡や史跡，田の神があることに驚いた。市比野は温泉（い

で湯）が有名だが，お米や果物もたくさんとれるところだと分かった。  
【教員】  

ふるさと・コミュニケーション科や社会科で，活用できる地域素材や地

域人材があることを知り，たいへんよい機会となった。今後，積極的に活

用していきたい。 

【地域の方から】 

昔から伝わる地域の史跡などを若い世代や子供たちに引き継いでいき

たい。 

【馬頭観音】 【牛鼻の逆修塔群】 

【岩下の棚田】 【丸山】 


